形容詞・形容動詞の語幹
問　次の各文から、形容詞・形容動詞の語幹を抜き出しなさい。
　　また、その終止形を答えなさい。
（１）あはれの人や、心うくものしたまひたるかな。（宇津保物語）

（２）あなめでたや。この獅子のたちやう、いとめづらし。（徒然草）

（３）夜を寒み置く初霜を払いつつ草の枕にあまたたび寝ぬ（古今和歌集）

（４）心憂のことや、翁丸なり。（枕草子）

（５）瀬をはやみ岩にせかるる滝川のわれても末にあはむとぞ思う（詞花集）
（６）いで、あな、おさなや。（源氏物語）

（７）あらたふと青葉若葉の日の光（奥の細道）

（８）山深み春とも知らぬ松の戸に絶え絶えかかる雪の玉水（新古今和歌集）

（９）あな、めづらか。いかなる御心ならむ。（蜻蛉日記）

（10）まめやかの心の友には、はるかに隔たる所のありぬべきぞわびしきや。（徒然草）


解答

（１）あはれ　→　あはれなり。

（２）めでた　→　めでたし。

（３）寒　→寒し

（４）心憂　→　心憂し

（５）はや　→　はやし

（６）おさな　→　おさなし

（７）たふと　→　たふとし
（８）深　→　深し

（９）めづらか　→めづらかなり

（10）まめやか　→　まめやかなり

（１）気の毒な人だなあ。あさましく思われることを言われたものだなあ。
（４）かわいそうなことだねえ、翁丸だ。

（５）　浅瀬の流れが速いので岩にせき止められる急流のように、私たち二人も、今は人に仲をさかれても、将来ふたたび会いたいと思います。

（６）本当に、まあ、幼いことだねえ。

（７）ああ尊いことだ。青葉若葉の茂る、ここ東照宮に降り注ぐ日の光よ。

（８）　山奥深くに住んでいるので、春が来たとも気付かずにいる私の住まい松の板戸にとぎれとぎれに降りかかる。雪の玉水よ。

形容詞の語幹の用法

①語幹に「み」「さ」「め」が付く　→　名詞の働き
②語幹だけで感動を表す。下に「や」がつくことも多い。

③語幹＋「の」→連体修飾語（下の名詞を修飾）になる。
④語幹＋「み」→原因・理由を表す（～なので）
形容動詞の語幹の用法

①語幹＋「さ」　→　名詞になる。

②語幹だけで感動を表す。下に「や」がつくことも多い。

③語幹＋「の」→連体修飾語（下の名詞を修飾）になる。

